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In outer space is a landscape architect Lawrence Halprin of America gave the "Movement" by way of 
description of the space MOTATION. In this study, we explored the characteristics of each space by 
applying a Chinese garden, French garden, Italian garden in the implementation MOTATION. And I can 
be divided into centripetal configuration and dynamic configuration of the garden that was analyzed. 
Key Words : MOTATION，dynamic configuration，centripetal configuration 
 
 
１． はじめに 
私はローレンス・ハルプリンのモーテーションという
空間の記述方法を用いて，広場・庭園の解析を行ってき
た．その考察において，ハルプリンのプラザと日本庭園
に共通する空間の「動き」が見られた． 
ハルプリンと同時期に生きたダン・カイリーは，空間
のダイナミックな「動き」の変化をハルプリンと同じよ
うに空間構成に意図していた．カイリーの作品は幾何学
的な高木配置が特徴的であり，洋式庭園に見られる特徴
と類似する．そこで本論文では洋式庭園であるフランス
式庭園，イタリア式庭園，それとともに中国式庭園へモ
ーテーションを適用することで日本庭園に見られた空間
の「動き」や空間の新しい変化を見ることを目的として
進めていく．  
 
２． ローレンス・ハルプリンについて 
（１）モーテーション 
ハルプリンは空間の「動き」に注目し、その動きを記
述するための設計手法としてモーテーションを生み出し
た．モーテーションは環境の動きが 26の基本シンボルに
よって、モーテーション記入表に記録されるシステムで
ある．図 1 はハルプリン自身が記述したモーテーション
である．このモーテーションは「神秘的な旅」というハ
ルプリンが体験した自然を記述したものである． 
図 2 はモーテーション記入表部分を拡大したものであ
る．図左の水平トラックには平面構成がシンボルによっ
て記述される．図右の垂直トラックには水平トラックに
対応した垂直方向をシンボルが記述される．これらの水
平トラックと垂直トラックによって、図 1 に示した空間
の全体が A～E の 5 つのシーン(場面)に分解されている
ことがわかる． 
 
 
図１ ハルプリンによるモーテーション 
 
 
図 2 モーテーション拡大図 
 
（２）ハルプリン作品へのモーテーションの適用 
ポートランドにあるハルプリンによる設計のフォア
コートプラザ，ラブジョイプラザの 2 つのプラザにお
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いて現地調査を行い、ハルプリンのモーテーションを
再現した． 
 
図 3 ハルプリンの二つの広場のモーテーション 
 
二つのプラザにモーテーションを行った結果が図 3 で
ある．共通してわかったことは，モーテーションによっ
て空間をいくつかのシーンに分解し、それぞれのシーン
の特徴を把握することができる．そして場面ごとの変化
が確認することが可能である．空間のシークエンスとし
ての「動き」の記述方法として、モーテーションが優れ
た手法であることがわかる．逆に言えば、モーテーショ
ンを意識されているからこそ、ハルプリンのプラザには
空間に「動き」がある．ハルプリンは「動き」をデザイ
ンしていると言える． 
 
３． 日本庭園とハルプリン作品のモーテーショ
ンによる比較 
（１）日本庭園へのモーテーションの適用 
日本庭園にはありのままの自然があり，ハルプリンの
作品に見られた空間の「動き」というものがあるのでは
ないかと考える．そこでハルプリンの 2 つの広場で「動
き」を確認することのできたモーテーションによって日
本庭園でも同じことができるのではないだろうか．①旧
古河庭園，②小石川後楽園，③旧安田庭園，④東京都庭
園美術館・日本庭園，計 4 つの日本庭園にモーテーショ
ンを適用する． 
 
① ②  
図 4 日本庭園のモーテーション(①②) 
③ ④
図 5 日本庭園のモーテーション(③④) 
 
4 つの日本庭園にはモーテーション(図 4，5)によって
さまざまな場面の連続が展開された．自然の中に常に存
在し，我々が普段感じることのできる空間の「動き」が
モーテーションに記述されている．分節ごとに特徴のあ
る領域が次々に現れてくる． 
（２）ハルプリンの作品との比較 
自然を作り出すのではなく，そのままの形として活か
してその中に人為的な操作を行っている日本庭園には，
本来自然が至極当然のように持っていた場面場面が展開
される空間の「動き」がモーテーションによって確認で
きる．モーテーションに記述された日本庭園の分節には，
それぞれ特徴のある空間が表現されていて，その連続に
よって空間の「動き」というものは満ち溢れていた．  
ローレンス・ハルプリンの 2 つの広場にも日本庭園に
共通する自然の持つ空間の「動き」が見られたことは前
章で確認できていて，自然からデザインを始めた日本庭
園と自然を目指したハルプリンの庭園は各庭園でモーテ
ーションを行った結果を見ることにより類似していると
言える． 
 
４． ダン・カイリーとローレンス・ハルプリン 
（１）ダン・カイリーについて 
ダン・カイリーはハルプリンと同じ世代に活躍したア
メリカの造園家であり，ハルプリンと同じように空間に
「動き」を与えることを目指していた．同じ時代に生きた
二人はハーバード大学大学院でランドスケープデザイン
を学んだ． 
（２）高木配置による空間構成 
カイリーは数多くの作品を手掛けてきたが，ミラー邸
庭園(1955，ヴァージニア州)は幾何学的な高木配置が顕
著にみられる代表作である．特徴的な高木の列植，格子
状植栽という幾何学形の配置であり，屋外に部屋を作る
ように高木の幾何学形配置で空間機能の単位を構成して
いる． 
“木立の間に分け合って進むと、空間が常に動き変化す
る．実にダイナミックだ．この感覚こそ当初より私を魅
了してやまない．私はこの感覚の創出を試みてきた” （出
典：Kiley,D the complete works of America's master landscape 
architect[2]）とカイリーは証言している．つまり，空間
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のダイナミックな「動き」の変化をハルプリンと同じよ
うに空間構成に意図していたことがわかる．カイリーに
ついての既往研究として滋賀県立大学環境科学部の村上
修一氏の論文「ホーリン・ヒルズ住宅におけるダン・カ
イリーの高木による空間構成について」[4]が発表されて
おり，この論文で木々の間の移動によるダイナミックな
体験の創出が高木配置に対して試みられていると結論付
けている． 
（３）ハルプリンとカイリーの比較 
カイリーの住宅庭園には立ち入り可能な幾何学的な高
木配置部分においてダイナミックな体験の創出が試みら
れている．この「動き」を演出している要因である幾何
学的な高木配置は，本来自然にある乱雑で不規則な木の
配置ではなく洋風庭園に類似する庭園に中心点を持つも
のである．庭園全体を見通すことを目的とした，ある意
味日本庭園とは対照的な庭園の見せ方であるパースペク
ティブな手法と言えるのではないか．カイリーはこのパ
ースペクティブな庭園を住宅外部の動線上に配置するこ
とによってダイナミックな体験の創出を行ったのである． 
一方，ハルプリンは庭園全体を分節させることで空間
に「動き」を与える手法を行っていた．その手法はカイ
リーの手法と対照的であると考えられる．空間を分節さ
せている非常に動的なハルプリンの手法，パースペクテ
ィブな全体を見渡せる求心的なカイリーの手法，両者は
対照的な方法によって「動き」を与えるという目的を目
指したのではないか． 
 
５． 世界の様式庭園へのモーテーションの適用 
（１）様式庭園へのモーテーションの適用 
本章では，イタリア式庭園，フランス式庭園，中国式
庭園の様式ごとの各庭園にモーテーションを適用してい
く．ダン・カイリーの作品に類似する特徴を持つ洋式庭
園であるイタリア式庭園，フランス式庭園にモーテーシ
ョンを適用することで，カイリーがパースペクティブな
手法を用いることで目指したダイナミックな体験の創出
がモーテーションの結果に記述されるのではないだろう
か．そして，ハルプリンの作品のモーテーション結果と
の比較によって共通性や相違点が浮かんでくるのではな
いだろうか．また，洋式庭園と並び世界を代表する様式
である中国式庭園を調査対象とすることで，日本庭園，
イタリア式庭園，フランス式庭園，中国式庭園の世界の
庭園の様式同士を比較し，共通性や相違点などの関係性
を探っていく． 
a）イタリア式庭園 
①須磨離宮公園の王侯貴族のバラ園，②須磨離宮公園
の花の庭園，③荒牧バラ園，④千葉大学園芸学部松戸キ
ャンパスのイタリア式庭園の特徴を持つ庭園を調査の対
象とする．図 6 は各庭園のモーテーションの結果である． 
 
図 6 イタリア式庭園のモーテーション(①②③④) 
 
b）フランス式庭園 
フランス式庭園には⑤新宿御苑のフランス式庭園，⑥
日比谷公園の第一花壇，⑦千葉大学園芸学部松戸キャン
パスのフランス式庭園を対象とする．図 7 は各庭園のモ
ーテーションの結果である． 
 
 
図 7 フランス式庭園のモーテーション(⑤⑥⑦) 
 
c）中国式庭園  
中国式庭園には⑧岐阜公園の日中友好庭園，⑨陽明園
を対象とする．図 8 はモーテーションの結果である． 
 
 
図 8 中国式庭園のモーテーション(⑧⑨) 
 
（２）各様式庭園の比較 
フランス式庭園は，イタリア式庭園の求心的な特徴を
持つ領域が部分的であるのに対し，庭園全体に特徴があ
ると言える．しかし，距離の長い間変化のない幾何学的
な空間であることを示す速度トラックと垂直トラックに
表れる記述は両様式が持つ特徴的なものであり，二つの
様式庭園は非常に類似しているとモーテーション結果か
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ら言える．そして，距離の長い間変化のない幾何学的な
空間は広場の中心を作り，庭園全体を求心的な構成で成
り立たせているのだと考えることができる． 
中国式庭園には二つの洋風庭園とは異なる結果がモー
テーションに表れた．常に変化が目まぐるしく起きてい
ることは，洋風庭園とは対照的なモーテーション結果で
あると言える．そして日本庭園のモーテーション結果と
類似していると考えられる．日本と中国の様式庭園は，
様式庭園の持つ中心が存在せず，分節ごとに全く異なる
シーンが連続する，分節的な構成である． 
 
６． 結論-環境造園家たちと様式庭園 
（１）動的な空間構成 
今までのモーテーションから，ハルプリンの作品，日
本庭園，中国式庭園は動的な空間構成であると言える．
各庭園はそれぞれモーテーションによって領域ごとに分
節でき，全く違うシーンが展開されることで確認できる
「動き」を特徴として持ち合わせている．自然を表現する
ことを目指したハルプリン，自然を活かす様式によって
本来自然が持っていた空間の「動き」が備わっている日
本庭園，自然を人工的に彫刻作品のように庭園を構成す
る中国庭園，これら三つの庭園様式には「自然」という
共通点があり，その自然に満ち溢れた空間の「動き」が
庭園を構成しているのである．これらの動的な空間構成
である庭園には分節的に空間に変化が表れ，常に「動き」
で満ち溢れている． 
 
図 9 動的な空間であるハルプリンの広場 
 
（２）求心的な空間構成 
カイリー，イタリア式庭園，フランス式庭園は庭園内
に幾何学的な広場を持つという共通するところがあり，
この広場を中心に庭園全体の構成が成り立っている求心
的な構成なのである．この幾何学的な広場は，モーテー
ションでは速度トラックに間隔の大きい点が記載され，
対応する垂直トラックには変化のない同一のシンボルが
表れる． 
（３）動的と求心的 
ハルプリンとカイリーは空間に「動き」を与えるとい
う同じことを目指したが，そこに向かう方法は対照的な
ものであった．空間を分節することで「動き」を与えた
ハルプリンに対して，カイリーは全体を見渡せるパース
ペクティブな高木配置をする手法を用いた．動的な手法
であるハルプリンと求心的な手法であるカイリーはそれ
ぞれの方法でダイナミックな体験を創出した． 
 
 図 10 各様式庭園のモーテーションの比較 
 
一方，世界の庭園様式にも同じ関係が言えるのではな
いだろうか．特徴のある領域に分節される日本庭園と中
国式庭園は動的な空間構成であり，イタリア式庭園とフ
ランス式庭園は庭園内の幾何学的な広場を中心に庭園全
体の構成が成り立っている求心的な構成なのである．こ
の二種類の構成である庭園様式もハルプリンとカイリー
と同じように対照的な関係であり，ハルプリンの手法は
日本庭園，中国庭園の様式に属し，反対にカイリーの手
法はイタリア式，フランス式庭園の様式に属すような関
係なのであると私は考える． 
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